
斎藤本部長 

（青森県） 五 所 川 原 市 広 
署
の
職
員
を
も
っ
て
主
と
し
て
 

編
成
し
、
連
日
パ
ト
ロ
ー
ル
の
 

結
果
、
別
表
の
よ
う
に
多
く
の
 

舞パトロール実施しています 
環境班・道路交通班・消防防災班が

毎日パトロールしています 

佐
々
木
市
長は
、
シ

美
化
 

と
明
る
く
安
全
な
環
境
づ
く
り

に
積
極
的
に
取
組
む
た
め
、
環

境
パ
ト
ロ
ー
ル
班
・
道
路
交
通

バ
ト
ロ
ー
ル
班
・
消
防
防
災
。ハ
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は
消
防
本

部
と
消
防
 

ト

ロ
ー
ル
 

班
の
、
環

境
班
は
保

険
衛
生
課

と
商
工
観

光
課
、
道

路
交
通
班

は
交
通
対

策
室
と
建

設
課
、
消

防
防
災
班
 

ト

ロ
ー
ル
 

班
・
連
絡

班
の
四
班

か
ら
な
る

生
活
環
境
 

パ
 
ト
口

ー
 

ル
隊
を
結

成
し
ま
し

た
。
 

こ
の
パ
 

（まず、防火貯水槽の清掃点検） 

（ごみの山もその日のうちに・・・ （環境班パトロール車） 

鷲護競鷺鷲 

霧蕪灘鷲 
轟姦轟畿帯慧器篇ご豊真 

嘱無g 
（おなじみの道路交通パトロール卓） 

夢 
（特製新鋭の泊防切大パトロール卓) 

効
果
を
あ
げ
広
く
市
民
か
ら
好

評
を
得
て
い
ま
す
。
 

も
ち
ろ
ん
今
後
も
、
市
民
か

ら
の
要
望
・
意
見
・
苦
情
を
た

だ
ち
ぽ
処
理
す
る
体
制
は
で
き

て
い
ま
す
し
、
各
班
の
専
用
車

も
完
備
し
、
次
の
よ
う
な
ス
タ

ッ
フ
を
組
ん
で
万
全
を
期
し
て

い
ま
す
。
 

本
部
長
 
斎
藤
消
防
長

副
本
部
長
 
長
沢
商
観
課
長

同
 
今
保
険

衛
生
課
長

班
 
長
 
一
戸
清
掃
室
長

副
班
長
 
奈
良
観
公
係
長
 

参議院議員通常選挙 

◇立会演説会 6月22日円時 

市民文化会館 

◇投 	票 6 月27日（日） 

7時～18時 

〇選びぬけ 

悔なく6年 まかす人 

生活環境バトロール活動状況 

4, 26--5.25 

班 別 事 項 ．ハ
中

ト発
 
ロ

見
 
一
件
 
ル

数
 

市民よりの
通報件数 

件数計 処理件数 未処理 
関係機関
へ連絡 

環 境 班 

ごみ 処理 I 43 17 60 56 I 	4 

どろ 処理 ~ 3 15 15 
側溝 補修 21 22 15 7 

遊園地整備 3 1 	3 2 1 I 

道路安通班 

道路 補修I 46 巧 	~ 61 	I 25 	I 23 13 

水道管補修 14 14 1 	28 22 6 

交通 安劃 99 99 94 5 

街灯 補修~ 6 1 6 ~ 6 

消防防災班 貯水槽整備 弓 2 2 
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6月一～ 12月の予防接種及び

検診予定表 

6 月下旬 日本脳炎 6 か月ヘョ5才と55才 

~65才 

7 月上旬 乳児検診  1才未満 

中旬 日本脳炎 6 か月へ45才と55-, 
65才 

下旬 3才児検診 3才～4才未満 

下旬 ッ反・BCG 6か月以上 

8 月上旬 妊婦検診 

中旬 循環器検診 如才以上 

下旬 種痘 	6か月～24か月 

9 月 E旬 妊婦検診 

下旬 インフルエンザ 2才以上 

10月中旬 インフルエンザ 2才以上 

下旬 結核検診 

11月上旬 百日咳・ジフテリャ・破傷風 

3か月～6か月 

旬
旬
旬
旬
旬
旬

旬
旬

旬

旬
 

下
下
上
中
下
上

下
中

下
上
 

月
 
月
 
月
 

月
 

0
J
 
 
ー
 

n
U
 

l
ー
 

結核検診 

百日咳・ジフテリャ・破傷風 

3か月～6か月 

中旬

下旬 

妊婦検診 

百日咳・ジフテリャ・破傷風 

3か月～6か月 

臣月上旬 

中旬 

⑥保育所・小中学校は別に行ないます 

毎年 6月の第 3 日曜日は父の

日です。おとうさんやおじいさ

んに感謝しましょう。 

6月20日（日）は

父の日です 

予
防
接
種
は

健
康
状
態
が
最

も
良
好
な
と
き

に
す
る
こ
と
が

た
い
せ
つ
で
す

こ
の
た
め
、
 

こ
れ
か
ら
も
、
 

予
防
接
種
に
は

接
種
を
受
け
る

人
の
健
康
状
態

を
問
診
票
に
記

入
し
て
か
ら
接

種
し
ま
す
。
と

く
に
、
乳
幼
児

の
場
合
は
日
常

の
健
康
状
態
と
 

当
日
の
健
康
状
態
に
よ
っ
て
接

種
で
き
る
か
杏
か
を
決
め
ま
す

の
で
、
で
き
る
階
り
お
母
さ
ん

方
が
お
連
れ
く
だ
さ
い
。
 

◇
乳
幼
児
の
予
防
接
声

・
 

保
護
者
は
乳
幼
児
の
日
常
の

健
康
状
態
を
よ
く
知
っ
て
お
く

こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。
当
日

健
康
状
態
が
お
か
し
い
と
思
山

れ
る
と
き
は
、
医
師
に
詳
し
く

話
し
て
く
だ
さ
い
。
 

◇
間
診
票
の
記
入
 

問
診
票
は
既
往
症
・
先
天
性

潜
在
疾
患
な
ど
詳
し
く
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
当
日
の

朝
に
接
種
を
受
け
る
人
の
体
温

を
は
か
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

◇
予
防
接
種
後
の
注
意
 

接
種
を
受
け
た
当
日
は
、
激

し
い
運
動
や
入
浴
な
ど
は
避
け

て
く
だ
さ
い
。
接
種
後
、
接
種

部
位
が
赤
く
な
っ
た
り
、
痛
ん

だ
り
、
軽
い
発
熱
な
ど
が
お
き

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し

高
熱
・
ひ
き
つ
け
・
け
い
れ
ん

そ
の
他
異
常
な
症
状
が
あ
る
と
 

・
 

市
立
図

書
館
は
 

日
曜
日

も
開
館
し

て
 

い
ま
す
 

一
 

き
は
、
す
み
や
か
に
医
師
の
診

察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
 

◇
種
痘
後
の
経
過
 

発
熱
は
、
早
け
れ
ば
四
ー
五
 

‘日
、
遅
く
と
も
七
ー
八
日
頃
I
l
1
 

十
八
度
ー
四
十
度
の
熱
が
ニ

ー
 

三
日
続
き
、
次
第
に
き
ず
が
乾

い
て
く
る
頃
に
は
平
熱
に
な
り

ま
す
。
 

◇
B
c
G
接
種
後
の
経
過
 

接
種
後
三
ー
五
週
間
後
に
泡

粒
位
け
赤
い
ふ
く
ら
み
が
で
き

そ
の
先
が
黄
味
を
お
び
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
 

乳
幼
児
に
つ
い
て
は
、
か
か

り
つ
け
の
医
師
ま
た
は
保
健
所

市
役
所
で
実
施
し
て
い
る
乳
幼

児
の
検
診
な
ど
を
利
用
し
、
健

康
状
態
を
よ
く
知
っ
て
お
く
こ

と
が
、
予
防
接
種
の
事
故
を
防

ぐ
た
め
参
考
に
な
り
ま
す
か
ら

す
す
ん
で
検
診
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。
 

戦
死
し

た
地
点
の
補

完

通
知
を

行
な
い
ま
す
 

驚
異
的
と
も
い
わ
れ
る
経
済

復
興
を
目
の
あ
た
り
に
し
、
ふ

り
返
っ
て
遠
く
異
境
の
地
で
国

を
想
い
家
族
を
案
じ
つ
つ
戦
没

し
た
人
々
を
し
の
ぶ
と
き
、
ま

こ
と
に
感
無
量
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。
 

戦
没
者
に
対
し
て
の
叙
位

・
 
 

叙
勲
は
、
順
調
に
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
最
近
、
遺
族
や
戦

友
団
体
の
戦
跡
訪
問
も
行
な
わ

れ
、
詳
し
い
戦
闘
状
況
な
ど
は

別
と
し
て
も
、
せ
め
て
戦
没
し

た
島
な
り
、
お
お
よ
そ
の
地
点

ぐ
ら
い
は
ぜ
ひ
わ
か
り
た
い
と

い
う
遺
族
の
希
望
が
多
く
聞
か

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

死
亡
場
所
は
当
時
の
死
亡
公

報
に
よ
り
、
た
い
て
い
は
承
知

し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
軍
の
機
密
保
持
な
ど
の
特

殊
な
事
情
か
ら
、
死
亡
場
所
を

詳
し
く
通
知
で
き
な
か
っ
た
時

期
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
国
お

よ
び
県
で
は
、
今
後
お
お
む
ね

五
か
年
間
に
こ
れ
ら
の
人
々
の

死
亡
場
所
を
詳
し
く
調
査
し
、
 

改
め
て
遺
族
に
お
知
ら
せ
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
時
期
の
戦
没
者
の
対
象

は
、
旧
陸
軍
関
係
は
昭
和
二
十

年
一
月
一
日
か
ら
二
十

一
年
六

月
十
四
日
ま
で
に
発
行
し
た
死

亡
公
報
の
も
の
約
二
十
四
万
七

千
件
、
旧
海
軍
関
係
は
、
昭
和

十
七
年
二
月
三
日
か
ら
二
十
一
一

年
四
月
三
十
日
ま
で
に
発
行
し

た
死
亡
公
報
の
も
の
約
二
十
四

万
千
件
で
す
が
、
除
籍
時
の
本

籍
の
都
道
府
県
が
、
死
亡
公
報

を
補
完
し
そ
れ
ぞ
れ
通
知
し
ま

す
。
 

な
お
、
遺
族
の
う
ち
老
齢
な

ど
に
よ
り
、
死
亡
公
報
の
補
完

の
通
知
を
早
く
希
望
さ
れ
る
人

ま
た
は
対
象
期
間
外
の
死
亡
公

報
の
人
で
あ
っ
て
も
死
亡
場
所

の
細
部
が
明
ら
か
で
な
く
、
死
 

\
 

 ,
 

亡
公
報
の
補
完
を
希
望
す
る
人
．
 

は
、
次
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
死
亡
公
報
補
完
の
申
立
書
を

市
民
課
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

申
立
書
の
用
紙
は
同
課
に
あ

り
ま
す
が
、
申
立
書
に
必
要
な

事
項
は
、
戦
没
者
の
除
籍
時
の

本
籍
・
所
属
部
隊
リ
階
級

・
氏

名
・
生
年
月
日
、
死
亡
公
報

（
 

死
亡
通
知
）
な
ど
に
記
載
さ
れ

て
い
た
、
死
亡
年
月
日
・
死
亡

場
所
・
遺
族
の
本
籍
・
現
住
所

戦
没
者
と
の
続
柄
・
氏
名
な
ど

で
す
。
 

福
祉
年
金

の
所
得

届
を

出
し

て
く
だ
さ

い
 

七
十
才
以
上
の
お
年
寄
り
や

心
身
障
害
者

・
母
子
世
帯
の
人

な
ど
で
福
祉
年
金
を
受
け
て
い

る
人
は
、
毎
年

一
回
六
月
中
に

定
時
の
届
を
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
 

こ
の
定
時
の
届
は
、
福
祉
年

金
を
受
け
て
い
る
本
人
、
そ
の

配
偶
者
お
ょ
び
福
祉
年
金
を
受

け
て
い
る
人
を
実
際
に
扶
養
し

て
い
る
人
の
、
昭
和
四
十
五
年

分
の
所
得
の
状
況
な
ど
を
届
出

て
も
ら
う
も
の
で
、
こ
れ
に
よ

っ
て
こ
と
し
の
五
月
か
ら
来
年

の
四
月
ま
で
の

一
年
間
、
福
祉

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

か
ど
う
か
を
決
め
る
大
切
な
届

で
す
。
 

こ
の
届
を
忘
れ
て
い
ま
す
と

せ
っ
か
く
の
年
金
が
受
け
ら
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら

六
月
中
に
必
ら
ず
国
民
年
金
証

書
と
印
鑑
を
お
持
ち
の
う
え
、
 

市
役
所
国
民
年
金
係
ま
で
お
い

で
く
だ
さ
い
。
 

② 

予防接種には、そのつど 

問診票を出してください 



た
も
の
で
す
。
 

ま
た
、
昭
和
四
十
ニ
ー
四
年

度
に
第
二
次
拡
張
工
事
と
し
て

工
費
一
億
四
千
四
十
二
万
五
千

円
で
、
今
日
の
よ
う
な
素
晴
ら

し
い
施
設
に
な
り
ま
し
た
。
 

市
で
は
、
給
水
人
ロ
が
、
飯

詰

一
万
六
千
四
百
人
・
元
町
一
一

万
三
千
六
百
人
に
な
る
計
画
を

し
て
い
ま
す
が
、
元
町
浄
水
場
 

は
一
日
八
千
立

米
の
浄
水
能
力

を
有
し
、
取
水

ポ
ン
プ
五
台
・

五
千
立
米
の
沈

澱
池
二
池

二
一

千
立
米
の
ろ
過

池
五
池

・
塩
素

滅
菌
設
備
・
配

水
池
三
池

・
配

水
ポ
ン
プ
五
台

そ
れ
に
、
停
電

に
備
え
て
の
自

家
発
電
機
と
六

人
の
職
員
が
交

替
勤
務
で
昼
夜

の
別
な
く
清
水

守
り
を
し
て
い

ま
す
。
 

市
の
上
水
道

は
、
そ
れ
ま
で
 

見
 
川
 

飯
詰
か
ら
送
水

上
 
司
 
ー

i
 

紙

⑤
 
浄
 

さ
れ
て
い
ま
し

設
ー
、

町
 

こ
中い
、
＆
口
K
、
 

働
 
元
 

口
の
増
加
に
伴
 

市
 

な
い
、
岩
木
川
 

に
水
源
を
求
め
第
一
次
拡
張
工

事
と
し
て
、
工
費
七
千
九
百
万

円
で
昭
和
三
十
二
年
に
完
成
し
 

会
 

浮
 

場
 

③
 

、
 

県
住
宅
供
給

公
社
は
、
市
内

新
宮
団
地
に
建

築
す
る
頭
金
積

立
方
式
の
昭
和

四
十
六
年
度
住

宅
金
融
公
庫
融

資
に
よ
る
積
立

分
譲
住
宅
の
購

入
者
を
、
次
の

よ
う
に
募
集
し

ま
す
。
 

◇
受
付
期

間
 六

月
二
十

一

日
ー
三
十
日
 

た
だ
し
、
土
曜
日
は
午
前
中
・
 

日
曜
日
は
休
み
吏
す
。
 

◇
受
付
場
所
 

市
役
所
市
民
課
住
完
係
 

◇
募
集
戸
数
 
ー
 

五
十
戸
（

一
年
積
立
十
戸
・
・一
 

二
年
積
立
二
十
戸
・
三
年
積
立
 

一
一
十
戸）
 

◇
住
宅
の
概
要
 

宅
地
二
百
平
方
M

ー
二
百
八
 
 

十
平
方
M

（
平
均
約
七
十
五
坪
 

)
 

住
宅
五
十
三
平
方
競

（
約
十

六
坪
）
木
造
平
家
建
カ
ラ
ー
ト

タ
ン
ぶ
き
 

◇
分
譲
価
額
（
土
地
・
建

物
と
も
）
 

一
年
積
立
（
四
十
七
年
十

一

月
引
渡
し
）
積
立
金
百

一
万
円

公
庫
融
資
金
百
五
十
三
万
円
 

二
年
積
立
（
四
十
八
年
十
一

月
引
渡
し
）
積
立
金
九
十
一
万

円

・
公
庫
融
資
金
百
七
十
七
万

円
 一

一
犀積
立
（
四
十
九
年
十
一

月
引
渡
し
）
積
立
金
九
十
万
円

公
庫
験
資
金
百
九
十
二
万
円
 

三
好
橋
が

完
成
し

ま
し

た
 市

内
の
三
好
地
区
と
木
造
町

の
出
野
里
地
区
を
結
ぶ
三
好
橋

は
、
長
さ
三
百
十
三
メ
ー
ト
ル

巾
六
メ
ー
ト
ル
の
鉄
筋
コ
ン
ク
 

?
 

リ
ー
ト
づ
く
り
、
工
費
約
一
脅

九
千
万
円
で
、
昭
和
四
十
二
年

度
か
ら
着
工
し
て
い
ま
し
た
が

こ
の
程
完
成
し
、
自
衛
隊
の
ブ

ラ
ス
バ
ン
ド
と
鶴
ケ
岡
小
学
校

児
童
の
鼓
笛
隊
の
演
奏
行
進
と

と
も
に
、
藻
川
の
竹
谷
寅
吉
さ

ん
三
代
夫
婦
と
出
野
里
の
江
良

健
太
郎
さ
ん
三
代
夫
婦
が
渡
り

初
め
を
行
な
い
、
と
く
に
、
三

好
橋
の
完
成
を
喜
ぶ
藻
川

・
出

野
里
両
小
学
校
児
童
の
作
文
朗

読
発
表
も
あ
り
ま
す
。
 

ま
た
、
記
念
行
事
と
し
て
、
 

藻
川
側
川
原
で
馬
力
大
会
、
出

野
里
側
川
原
で
津
軽
民
謡
大
会

橋
上
で
は
自
衛
隊
の
ブ
ラ
ス
パ

ン
ド
演
奏
が
行
な
わ
れ
る
予
定

で
す
。
 

水
上
安
全
法

の
講

習
会

を
行
な
い

ま
す
 

毎
年
多
く
の
水
の
犠
牲
者
が

出
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
犠
 

牲
者
を
な
く
す
る
た
め
事
故
の

防
ぎ
方
・
溺
れ
た
人
の
助
け
方
 

・

正
し
い
泳
ぎ
方
な
ど
を
教
え

る
の
が
赤
十
字
の
水
上
安
全
法

で
す
。
 

日
赤
県
支
部
と
日
赤
五
所
川

原
市
地
区
は
、
次
の
よ
う
に
講

習
会
を
行
な
い
ま
す
か
ら
、
多

数
参
加
し
て
く
だ
い
。
 

◇
と
き
 

七
月
二
十
日
ー
二
十
二
日

九
時
ー
十
六
時
 

◇
と
こ
ろ
 

岩
木
川
乾
橋
附
近
 

◇
対
象
者
 

十
八
才
以
上
で
、
三
日
間
出

席
で
き
る
人
 

◇
携
行
品
 

水
泳
着
・
タ
オ
ル

・
筆
記
具

な
お
、
受
講
希
望
者
は
、
」
ハ

月
三
十
日
ま
で
、
市
福
祉
事
務

所
内
の
日
赤
五
所
川
原
市
地
区

赤
十
字
係
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
 

乾
燥

機
を
導
入
し

た

集
団

に
助
成
し

ま
す

県
産
米
の
品
質
改
善
向
上
の
 

た
め
、

昭
和
四
十
四
年
度
ょ
 hノ

乾
燥
機
を
導
入
し
た
農
業
者
の
 
 

集
団
に
対
し
助
成
し
て
き
ま
し

た
が
、
本
年
度
も
次
に
よ
り
こ

の
事
業
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
 

希
望
者
は
六
月
十
九
日

（
土
）
 

正
午
ま
で
、
市
役
所
農
林
課
農

政
係
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

助
成
の
条
件
は
、
乾
燥
機
を

利
用
す
る
農
業
者
二
戸
以
上
の

集
団
で
あ
る
こ
と
。
乾
燥
機
を

利
用
す
る
産
米
の
生
産
面
積
が

七
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
で
あ
る
こ

と
。
導
入
す
る
乾
燥
機
の
設
置

場
所
が
、
す
で
に
あ
る
か
、
ま

た
は
、
乾
燥
調
製
時
期
ま
で
に

確
保
の
見
込
み
が
あ
る
こ
と
で

す
、
 

古
文
書
の
解

読
講

習
会

を
行
な

い
ま
す
 

市
教
育
委
員
会
は
、
県
立
図

書
館
や
県
文
化
財
保
護
協
会
と

共
催
で
、
七
月
四
日
（
日
）
九

時
か
ら
十
六
時
ま
で
、
市
中
央

公
民
館
で
、
古
文
書
の
解
読
講

習
会
を
行
な
い
ま
す
。
 

講
師
は
、
県
立
図
書
館
副
参

事
小
笠
原
二
郎
氏
と
市
文
化
財

審
議
会
議
長
秋
元
省
三
氏
で
、
 

受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
テ
キ

ス
ト
代
と
し
て
四
百
円
を
要
し

ま
す
。
 

な
お
、
会
場
の
都
合
に
よ
り

受
講
者
を
六
十
人
に
限
定
し
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
市
中
央
公

民
館
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
 

前
納
報
奨
金
を
さ
し

あ
げ

ま
す
 

市
・
県
民
税
や
固
定
資
産
税

の
納
期
は
四
期
に
分
か
れ
て
い

ま
す
が
、
納
期
の
ま
だ
到
来
し

て
い
な
い
期
分
の
税
金
を
納
期

中
の
税
金
と
合
わ
せ
て
納
付
し

た
と
き
は
、
五
所
川
原
市
税
条

例
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
場
で

す
ぐ
に
次
の
割
合
で
前
納
報
奨

金
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。
 

そ
の
額
は
、
納
期
前
に
納
め

た
税
金
の
額
に
百
分
の
ー
を
乗

じ
、
そ
れ
に
納
期
ま
で
の
月
数

を
乗
じ
た
額
で
す
。
 

拳
森
 

新宮団地の積立分譲住宅の

購入者を募集します 

W
「
 

一
 



明日をひらく映画の会 

第24回 

◇と き 6 月19日（土） 

14時～16時

◇ところ 市民文化会館

◇映 画 文部省特選 

「鷹と少年」 

家庭教育映画 

「6人姉妹」 

◇入 場 無料 

主催 市教育委員会 
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む L歯をなくしましょ 

郵
政
省
簡
易

保
険
局
は
、
文

部
省

・
青
森
県

教
育
委
員
会
・
 

N
H
Kな
ど
の

後
援
を
得
て
、
 

第
十
回
簡
易
保

険
児
童
生
徒
作

文

コ
ン
ク
ー
ル

を
次
の
よ
う
に

行
な
い
ま
す
。
 

◇
目
的
 

次
代
を
担
う
国
民
に
簡
易
保

険
の
も
つ
相
互
扶
助
の
精
神
と

そ
の
資
金
が
義
務
教
育
施
設
の

整
備
拡
充
な
ど
、
財
政
投
融
資

を
通
じ
広
く
国
民
の
福
祉
の
増

進
に
寄
与
し
、
い
る
こ
と
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
と

共
に
、
学
校
教
育
振
馴
の
一
助

に
す
る
も
の
で
す
。
 

◇
応
募
方
法
 

六
月
三
十
日
ま
で
市
内
の
最

寄
り
の
郵
便
局
へ
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
 

◇
応
募
資
格
 

小
学
校
五
年

ー
中
学
「
犀

◇
応
募
規
定
 

作
品
は
、
最
近
の
創
作
で
、
 

他
の
コ
ン
ク
ー
ル
や
出
版
物
な

ど
に
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま

す
。
課
題
は
、
 「
簡
易
保
険
」
 

ま
た
は
こ
れ
に
関
連
の
あ
る
も

の
お
よ
び
自
由
題
で
す
。
 

字
数
は
、
四
百
字
詰
原
稿
用

紙
五
枚
以
内
で
、
作
品
に
は
文

題
、
住
所
、
校
名
、
学
年
、
氏

名
を
書
い
た
応
募
票
を

一
枚
め

の
上
部
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

N
H
K
で
ヤ
ン

グ

・
ア

ド
バ
イ
ザ

ー
を
募
集
し

て
い
ま
す
 

N
H
Kは
、
放
送
に
つ
い
て

若
い
人
々
の
意
見
を
集
め
、
番

組
や
経
営
に
反
映
さ
せ
る
た
め
 

次
の
よ
う
に
ヤ
ン
グ

・
7
ド
バ

イ
ザ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

◇
応
募
資
格
 

性
別
や
職
業
に
関
係
な
く
、
 

テ
レ
ビ

・
ラ
ジ
オ
に
関
心
を
も

つ
十
五
才
ー
二
十
五
才
の
人
。
 

◇
任
期
 

五
月
ー
十
月
の
四
か
月
間
。
 

◇
実
施
内
容
 

毎
月
二
本
程
度
の
番
組
モ

ニ

タ
ー
な
ど
。
 

◇
応
募
方
法
 

六
月
二
十
日
ま
で
、
青
森
市

栄
町
、
N
H
K
青
森
放
送
局
へ
 

電
気
冷
蔵
庫
は

上
手
に

使
っ

て
く
だ

さ
い
 

電
気
冷
蔵
庫
の
上
手
な
使
い

方
は
、
な
る
べ
く
電
気
を
食
わ

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
 

そ
れ
に
は
で
き
る
だ
け
扉
の
開

閉
を
少
な
く
す
る
こ
と
で
す

a
 

一
度
扉
を
あ
け
る
と
外
気
が
庫

内
に
流
れ
込
み
、
部
屋
の
温
度

が
三
十
度
の
場
合
は
最
低
六
度

も
庫
内

の
温
度
が
あ

が
り

ま

す
。
ま
た
、
棚
に
食
品
を
入
れ

過
ぎ
る
と
庫
内
の
冷
気
の
対
流

を
悪
く
し
電
気
を
食
う
ば
か
り

で
な
く
庫
内
の
温
度
に
ム
ラ
が

で
き
ま
す
。
 

検

察
審

査
会

を
ご

存
知

で
す

か
 

犯
罪
が
行
な
わ
れ
た
と
き
、
 

犯
人
に
相
当
の
刑
罰
を
科
す
べ
 
 

き
だ
と
考
え
る
の
は
、
被
害
者

だ
け
で
な
く
、
身
近
に
そ
の
犯

罪
を
知
る
人
び
と
の
正
義
感
情

で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
人

び
と
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
検

察
官
が
被
疑
者
を
起
訴
し
な
か

っ
た
こ
と
に
は
、
む
ず
か
し
い

専
門
的
な
理
由
が
あ
る
か
も
知

れ
な
い
が
、
素
朴
な
庶
民
感
情

か
ら
は
納
得
で
き
ず
、
犯
人
が

不
当
に
処
罰
を
免
れ
て
い
る
と

し
て
義
憤
を
感
ず
る
こ
と
も
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
人
び
と
か
ら
申

立
て
を
受
け
、
い
わ
ば
国
民
の

代
表
と
し
て
、
検
察
官
の
起
訴

を
し
な
い
処
分
す
な
わ
ち
不
起

訴
処
分
の
当
否
を
審
査
す
る
の

が
検
察
審
査
会
の
仕
事
で
す
。
 

検
察
審
査
会
は
、
有
権
者
の

中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た
十

一

人
の
検
察
審
査
員
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
健

全
な
常
識
を
備
え
た
一
般
の
市

民
が
、
検
察
審
査
会
制
度
の
主

人
公
で
、
制
度
発
足
以
来
二
十

余
年
に
わ
た
っ
て
、
会
社
員
・

工
員
・
商
店
主
・
農
民
・
主
婦

学
生
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
の
人
た

ち
が
選
ば
れ
活
曜
し
て
き
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
裁
判
官
・
検

察
官

・
弁
護
士
な
ど
法
律
の
専

門
家
は
審
査
員
に
な
る
こ
と
は
 
 

で
き
ま
せ
ん
6
 

高
校
生
の
論

文
を

募
集
し

て
い
ま
す
 

R
A
B
竜
森
放
送
は
、県
教

育
委
員
会
・
東
奥相
報
社
・陸
 

奥
新
報
社
な
ど
の
後
援
を
得
て

次
の
よ
う
に
、
高
校
生
及
び
工

業
専
門
学
校
生
か
ら
の
論
文
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
 

◇
目
的
 

い
ま
、
日
本
は
あ
ら
ゆ
る
面

に
わ
た
っ
て
大
き
な
転
換
期
に

直
面
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の

新
し
い
時
代
の
門
ロ
に
立
っ
て

ま
ず
県
民
は
新
し
い
日
本
に
お

け
る
青
森
県
の
未
来
を
展
望
し

描
き
出
す
こ
と
か
ら
始
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
、
米
来

に
夢
を
託
す
高
校
生
の
創
造
力

と
、
愛
す
る
郷
土
に
対
す
る
豊

か
な
抱
負
や
夢
を
数
多
く
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
 

◇
テ
ー
マ
 

「
日
本
に
お
け
る
青
森
県
の

未
来
」
。
 

◇
字
数
 

四
百
字
詰
原
稿
用
紙
五
枚
以

内
。
 ◇

締
切
日
 

七
月
十
日
（
土
）
。
 

◇
送
付
先
 

青
森
郵
便
局
私
書
箱
八
十
八

号

・
青
森
放
送
「
懸
賞
論
文
」
 

係
。
 ◇

賞
 

一
位
一
人
五
万
円
（
他
に
本

人
の
学
校
へ
図
書
券
五
万
円
）
 

二
位
二
人
各
二
万
円
（
本
人
の

学
校
へ
図
書
券
三
万
円
）
、
三

位
二
人
各
一
万
円
（
本
人
の
学

校
へ
図
書
券
二
万
円
）
、
佳
作

五
人
各
五
千
円
。
 

④ 

簡易保険の作文を 

募集します 

・
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